
 

 

 
        

   
  
 

学校教育目標 「心豊かで活力のある生徒」の育成              令和４年１０月４日 
 
 

本校の学校教育目標は、「心豊かで活力のある生徒」の育成です。具体的には次の三つが本校の

「めざす生徒像」です。 

① 将来の自分の職業や社会的役割を考えることのできる生徒 

② 目標に向かって他者と協働して問題を解決しようとすることのできる生徒 

③ 集団や社会の一員としての自覚をもち、自己の役割を積極的に果たすことのできる生徒 

そこで、大洲中生に身につけてほしい力として、「キャリアプランニング力」、「コミュニケーション力」、

「課題対応力」、「自己調整力」の四つの柱を掲げています。 

①については、総合的な学習の時間などで職業調べや職業体験、進路学習を通して働くことの意

味と自分の将来について考え、自己の生き方を考えることができるようにする「キャリアプランニン

グ力」の育成に取り組んでいます。②は、他者と協働して課題に取り組むことができるようになる

ためには「コミュニケーション力」が必要となりますし、それだけでなく、周りの人と人間関係を形

成しやがては社会形成をしていく力が必要となります。「個別最適な学び」と「協働的な学び」の

ある授業の中でその力をつけてほしいと思います。また、課題を解決して目標を達成するためには、

「課題対応力」が必要です。目標を達成するために、何をしなければならないかを自ら考え、実行

していく。スモールステップを設定してクリアしながら目標に近づいていく。壁にぶつかったとき

どのように対処するか。あきらめずに粘り強く、やり抜く力が必要になってくると思います。③は、

人間関係形成、社会形成をしていく中で、自分らしく生きていくために「自己調整力」を高めてほ

しいと思います。家庭や学校での普段の生活の中で、自分の気持ちや感情を自分でコントロールす

ることは、とても大切です。先月号でも書きましたが、学習面において、自分で自分をモニターし

たり、コントロールしたりする力のことを「メタ認知」と言いま

す。「知識・技能」、「思考力・判断力・表現力」と並んで育成が

求められている「学びに向かう力」は、これまでの関心・意欲・

態度だけではありません。自分の現状を振り返り、授業を理解で

きているかをチェックして、改善するための行動を取る。自分の

ことをよく理解し、自分のことを管理する、「自己調整力」を高

めてほしいので、授業や教育活動の中で「振り返り」を大切にし

ています。大洲中では、学校教育目標、めざす生徒像の実現に向けて教育活動を展開しております

ので、引き続き、皆さまのご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 
 

 ２学年は９月６日（火）に「あすチャレ！スクール」を行いました。講師にお招きした永尾嘉章

（ながお よしふみ）さんは、車いす陸上でパラリンピックに日本人最多の７大会出場、アテネ大会では

日本選手団の主将を務め、4×400m リレーで銅メダルを獲得されているパラ陸上界のレジェンド

です。当日、生徒の皆さんは、陸上競技用車いすの速度計測やバスケ用車いすでクラス別リレーを

体験しながら、永尾さんからお話を聞き、障がいとは何か、共生社会について考えました。また、

「夢や目標を持つ力」とあきらめない気持ちについて、お話ししていただきました。 

   

 

 

大洲のわれら 
本校ＨＰ 



 

１０月 ７日（金）生徒会役員選挙 
                  夜間学級校外学習 

１１日（火）３年到達度テスト 
１２日（水）定例研（給食後下校） 
１７日（月）専門委員会（前期最終） 
２０日（木）鶴翔祭 

 ２１日（金）前期終了 
２６日（水）専門委員会（後期） 
２８日（金）～１１月４日（金） 

全校三者面談 
 

 

 
    
市川市中学校英語発表会 
代表 T.W さん（１-２）  H.R さん（２-３）  N.H さん（３-２） 

市川市児童生徒科学作品展 
優秀賞 Y.Y さん（１-４） 科学論文「クマゼミと地球温暖化」 県出品 

千葉県中学校新人体育大会水泳大会 
女子 100m 自由形 第４位 O.S さん（２-５）  

市川浦安支部新人陸上競技大会 
共通女子砲丸投 第３位 M.S さん（２-１） 

 
 

 
 
 

 

                     
 

 
保護者・地域の皆様へ 

 皆様におかれましては、日頃より市川市の学校教育に対してご理解とご協力を賜り心より感謝申

し上げます。 

 市川市教育委員会では、「千葉県版学校における働き方改革推進プラン」に基づき「市川市学校

部活動の運営方針」の策定など様々な取組を進めております。 

今年度は、平日における教職員・児童生徒の負担軽減策として、令和５年度から夏休み短縮によ

り授業時数を確保する案について、各種団体からの意見の聴取も含め検討してきましたが、本案に

ついては見送ることとし、引き続き検討していくことといたしました。今後も「学校における働き

方改革」を推進し、学校教育の更なる充実を図ってまいります。        令和４年９月 

         市川市教育委員会 
※ なお、この件につきましては、教育委員会義務教育課（047-704-0062）にお問い合わせください。 

 

◆ブロック合同学校運営協議会が９月９日（金）大洲小学校体育館にて２年ぶり

に開催されました。前半は、３校１園それぞれが車座になり、本校は第３回学校

運営協議会として、前期評価と通学路の安全について協議し

ました。後半は、総勢約５０名がブロック合同学校運営協議

会として、大洲中ブロック地域学校協働本部「みらいっこサ

ポート」の活動について協議し、「クリーン・グリーン・マイ

タウン（地域清掃活動）」を１２月３日（土）に実施すること

が決まりました。大洲中生の皆さんには、次代の地域の担い

手として、奮って参加してほしいと思います。 

◆みらいっこサポートの「あいさつ運動」が９月２６日（月）

～３０日（金）の登校時に行われました。地域学校協働本部

の方々が正門前に立ってくださり、大洲中生の皆さんもいつ

もより大きな声であいさつを交わしていました。朝早くから

ご協力いただいた皆様、ありがとうござました。 

（文責 校長） 

１１月 ４日（金）弁当の日 
１１日（金）３年期末テスト 

         夜間学級弁論大会 
１４日（月）～２５日（金） 

イエローリボンキャンペーン 
１５日（火）１年、２年校外学習 

   １６日（水）３年到達度テスト 
   １７日（木）～テスト前放課後諸活動停止 

第 4 回学校運営協議会 
２４日（木）１、２年期末テスト① 
２５日（金）１、２年期末テスト② 

   ３０日（水）定例研（給食後下校） 
 


